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報告事項

○ 令和９年度から開始する重点プログラムの科目変更について

・ 昭和医科大学藤が丘病院



【参考】科目変更の手続きについて
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【（参考）科目変更に係る病院のスケジュール】
 ○ 原則、科目を変更しようとする前々年度の10月31日までに県に意
向申請書類等を提出する。

 ○ 科目変更が認められた場合には、科目を変更しようとする前年度の
年次報告のプログラム変更手続きを経て科目を変更することとする。

【今後の科目変更に係る手続きについて】
 ○ 科目変更に係る基本方針に沿った申請である場合には、県
で審査の後、医療対策協議会で報告のうえ、科目変更をでき
ることとしたい。

R6.12.19 令和６年度第２回
医療対策協議会 資料３



申請内容の概要について
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【科目の変更内容】
○変更前
・小児科・産婦人科プログラム（募集定員４人）（小児科、産科）

○変更後
・産婦人科重点プログラム（募集定員２人）（産婦人科）
・内科重点プログラム（募集定員２人）（内科）

【科目変更の理由】（内容抜粋）
○ 当院の強みでもある内科は、経験できる症例も幅広く、質の高い研修を実施する
ことができます。

○ 研修医のキャリア志向に合わせた選択肢を明確に提示することで、内科医を目指
す優秀な人材の確保・育成につながります。

○ これにより、全国的に深刻な問題となっている内科医不足の解消に貢献します。



申請内容の概要について
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○産婦人科重点プログラム（産婦人科）
産婦人科重点プログラムは、周産期医療を十分に研修ができるよう、産婦人

科研修12週に加えて、小児科研修も12週の研修を行います。

○内科重点プログラム（内科）
内科重点プログラムは、内科学の基礎から専門的な知識まで体系的に習得で

きるように、内科研修を32週以上実施するよう組まれたプログラムです。
特に内科医としてのキャリアを築くための基盤を形成するのに適しており、

将来の専門研修を見据えた研修を行うことができます。

【変更後プログラムの概要】



（参考）重点プログラムの背景と課題
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令和４年度第３回医師臨床研修部会（令和５年３月27日開催）における
主な意見 （小児科・産科プログラム関係）

○ 課題

○ 設置の背景
  小児科・産科医不足を解消するため



（参考）重点プログラムの背景と課題
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○ 見直しの方向性

医道審議会医師分科会医師臨床研修部会報告書（令和６年３月25日）
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